
連携自治体紹介兼体験プログラムシート 

自治体名 和歌山県 和歌山市 

自治体の概要 

主な特色 

PR ポイント 

和歌山市は和歌山県の北西部に位置する県庁所在地で、人口約 35 万人の中

核市です。アクセス面では、新大阪駅から JR 和歌山駅まで、なんば駅から南

海和歌山市駅まで、特急電車でそれぞれ約１時間。また、関西国際空港から一

番近い中核市として、車や電車で約 40 分である等、国内外へ好アクセスです。 

和歌山市内に目を向けると、和歌山城のある市内の中心部エリアではリニ

ューアルした市民会館（和歌山城ホール）、や南海和歌山市駅の再開発により、

移転オープンした市民図書館、まちなかに５つの大学及び学部が開学したこ

とによる学生の地学地就を目指すなどの取組みが進んでいます。 

中心部から少し足を伸ばせば、アニメ「サマータイムレンダ」のモデルとな

った加太・友ヶ島や「日本のアマルフィ」とも呼ばれ、地元の漁師さんから直

接新鮮な魚介を買うことができる雑賀崎、「絶景の宝庫和歌の浦」として日本

遺産にも登録された歴史あるエリアの和歌浦、和歌山市初の道の駅として整

備され、山に囲まれたエリアで自然と食を楽しむことができる四季の郷公園

を有する山東地区、市内を大きく流れる一級河川「紀の川」等、市内各所に海、

山、川の異なる景色・表情が広がり、まちの利便性を感じながら自然にも触れ

ることができる贅沢なまちです。 

また、和歌山の温暖な気候や自然豊かな環境からか、人の気質も穏やかで、

まじめな方が多く、自然と会話が生まれるような、人もあたたかいまちです。 

 

アクセス方法 

【飛行機→電車】移動時間 約 2 時間 

 羽田空港→関西国際空港(約 1 時間 15 分)→JR 和歌山駅 or 南海和歌山市駅

(約 45 分) 

【新幹線→電車】移動時間 約 3 時間 30 分 

東京駅→新大阪駅(約 2 時間 30 分)→JR 和歌山駅(約 1 時間) 

 

主な地域課題 

【人口減少及び少子高齢化】 

…1985 年には 401,352 人いた人口が年々減少していき、2020 年には 356,729

人に。国勢調査結果を基準した人口増減による調査では 2024 年の 1 月時点で

347,768 人まで減少しています。人口構造においても 1985 年と比べ、2020 年

時点での 65 歳以上の老齢人口が 30.82%(+20.17%)、15 歳～64 歳の生産年齢人

口が 56.55%(△11.74%)、0 歳～14 歳までの年少人口が 11.87%(△9.18%)とな

っています。本市としてもまちなか大学誘致等により、人口流出に歯止めをか

けられるよう取り組みを進めていますが、少子高齢化による人口の自然減や

県外への若者の流出等により、今後も人口の減少が予測されています。 

 特に市周辺部では過疎化が進行している地域が増加してきており（加太地

区、雑賀崎地区）、人口減少に歯止めをかけ、地域を存続させたいという思い

別紙４ 
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から、若手の住民が中心となり、NPO 法人を設立する等、移住促進や空家解消、

地域イベントの企画等に取り組む動きが現れてきています。 

 

【空き家問題】 

…当市が空家対策重点地域として指定している地域のうち、加太地区では総

務省地域おこし協力隊制度を活用した協力隊員による空家の掘り起こしやマ

ッチングを推進しており、雑賀崎地区においては、人口減少や空き家増加の課

題を背景に地域の小学校を存続させるべく、移住者希望者の受入体制作りや

空き家のマッチング等を行う地域の NPO 法人（さいかざきポッセ）が令和 5 年

7 月設立される等、課題解決に向けた動きが各地で起き始めています。持ち主

不明の放置空家や、所在がわかったとしても、持ち主の空家の利活用に対する

気運が上がっていないこと、実際に空家を案内した際に活用しづらい状態の

物件が多く、成約に結び付かない等の課題も見え始めています。空き家の利活

用のノウハウやアイデア出し、地域の考え方に触れ、意見交換等を通じ、地域・

企業様双方に気づきが得られる機会を作っていきたいと考えています。 

 

【魅力発信】 

…当市では、交流人口や関係人口の創出を図るべく、地域資源（自然、食、人

の魅力等）を県外に向け、魅力発信しています。関係人口創出に向けては、総

務省地域おこし協力隊制度を活用し、人の魅力を中心に情報発信をする取り

組みを進めていますが、地域資源の掘り起こしや市民目線では気づき難い地

域の魅力等について都心部で生活している方の目線での気づき等、多くのヒ

ントを得る機会を求めています。 

 

【ワーケーションプログラムの造成】 

…スポーツワーケーション及び地域課題型ワーケーションの受入れ態勢の整

備を進めていますが、当市として、ワーケーションの受入れ経験が十分でない

こともひとつの課題として挙げられます。経験はまだまだこれからですが、ワ

ーケーションの受入れを通じて、地域との交流（ワークショップ等で課題感の

共有や食事等の交流機会等）や参加者が共体験できるようなプログラムを通

じて地域資源や人の魅力を感じていただけたという実感があります。 

当市での滞在期間中には、まち歩きやワークショップ等を通じて地域との

交流や地域が抱える課題について触れていただき、課題に対する意見交換や

滞在する地域の魅力、スポーツコンテンツを通じて得られる効果、ワーケーシ

ョンで地方に来た際の通常業務を行う上での改善点等、ワーケーションを通

じて感じたことについても振り返りの場を設けさせていただきたいと考えて

います。ワーケーション終了後も個人・企業に関わらず、何らかの形で和歌山

市や地域との関わりを継続していただけると嬉しく思っています。 
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（スポーツワーケーションについて） 

令和４年度観光庁「ワーケーション推進事業」の採択を受け、株式会社ルネサ

ンスと共同でスポーツワーケーションの実証事業を行いました。当実証事業

ではマインドスケールを用いて参加者の生体データを計測しながら当市の魅

力でもある豊かな自然環境の中でのスポーツコンテンツ（ＳＵＰやシーカヤ

ック、ヨガ、ラン等）を取り入れることで、生産性の向上やチームビルディン

グにも効果があることが実証されました。今後はスポーツワーケーションの

推進を図るため、ワーケーションの一つのモデルケースとして確立していき

たいと思っています。そのため、コンテンツ造成に向け、スポーツワーケーシ

ョンに興味のある企業に参加いただき、意見を頂戴したいと思っています。 

 
受入時期 令和６年８月上旬～１２月下旬 

ワーケーション 

プログラム内容 

 

右記のプログ

ラムから、泊数

に応じてご希

望の内容を組

み合わせて実

施していただ

きます。 

 中心市街地及び地域課題対象地域（加太・雑賀崎）を拠点に地域活動を交え

たワーケーションを実施します。２泊３日～３泊４日程度で実施を想定して

おり、午前、午後でワークと地域活動（地域課題、交流、体験プログラム含む）

を分けるなど、それぞれの時間を確保することで、メリハリのある滞在計画を

組み立てます。 

 

本市のワーケーションで目指す効果：チームビルディング、地域での新ビジネ

スへのきっかけづくり、地元（住民・事業者）との交流 

 

【主な地域課題】 

・加太での空き家問題、関係人口創出について（地域おこし協力隊との活動） 

・雑賀崎での空き家問題、関係人口創出について（ＮＰＯ法人さいかざきポッ

セとの活動） 

・上記活動の中で感じた地域の魅力を含む和歌山市内の魅力掘り起こしにつ

いて（地域おこし協力隊との活動） 

 

(写真）加太地区でのワーケーション実施の様子（まち歩き、地域課題 WS） 
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【雑賀崎地区で体験できること】 

・地元 NPO の活動や課題に触れ、交流や意見交換 

・地域内での空家ツアーやまちの暮らし体験（参加人数によって、地域内のお

試し居住施設の利用も可能） 

・歴史ある漁師町の狭い路地の中をまち歩きしながら雰囲気を感じる 

・漁港で地元漁師から直接魚介を買う、雰囲気を味わう体験 

 

【加太地区で体験できること】 

・加太地域おこし協力隊の活動や課題に触れ、交流や意見交換 

・実際に預かっている空き家を見学し、 

・地域資源（自然、観光等）をまち歩きしながら地域の魅力体験 

・南海加太線（加太おさかな線）を利用し、地域のローカル線の課題に触れる 

 

【体験可能なスポーツコンテンツ】※時期、天候により変更する場合あり。 

・ＳＵＰ体験 

・ヨガ、ビーチヨガ体験 

・トレイルラン体験 

・シーカヤック体験 

・サーフィン体験 等 

 

【滞在プランイメージ（3 泊 4 日）】 
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主な対象事業者 
業種問わず、本市の課題に触れていただける方、新規プロジェクトの立ち上げ

などで組織内チームビルディングを図りたい方 

受入上限数 ５名程度 

事業者に期待

すること 

次の点について、可能な範囲で実施及び共有いただけると幸いです。 

・地域課題に触れていただき、地域との交流や意見交換 

・実際に滞在した地域の魅力や気づきの共有、発信 

・ワーケーション終了後も地域や和歌山市との継続した関わり 

・和歌山市でのワーケーションを実施した感想（良かった点、悪かった点、参

加してからの普段の業務で変わったことや感じたこと、滞在期間や通常のワ

ークとのバランス、次回滞在する場合を想定したワーケーションの改善点等） 

・参加するにあたっての企業様としての目標とその目標達成度 

留意事項 

ご要望をお聴きしながら具体的なプラン作成をできればと思いますので、メ

ール、電話、オンライン等でのお打合せをお願いしたいと考えています。 

 

  


